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彙　　　報

彙 報(平 成鍛 緯諭

人事異動

(行政職)

　　　　　　　　(配置換)

　 2月9日 　管理部庶務課長　　束　　正憲

　　　　　　 (上越教育大学総務部庶務課長)

　　　　　　群馬大学庶務部庶務課長

　　　　　　　　　　　　　　 河野　克俊

　　　　　　 (管理部庶務課長)

(教育職)

　　　　　　　　(採　用)

　 1月1日 　第一研究部助手　　笹原　亮二

　 1月16日　第二研究部助手　　寺田　吉孝

　　　　　　　　(転 任)

　 1月1日 　第一研究部助教授　岸上　伸啓

　　　　　　 (北海道教育大学助教授)

　　　　　　　　(停　年)

　 3月31日　第二研究部教授　　藤井　知昭

　　　　　　第三研究部教授　　大丸　　弘

　　　　　　　　(辞　職)

　 3月31日　第四研究部教授　　友枝　啓泰

　　　　　　 (4月1日 付けで広島市立大学

　　　　　　教授に就任)

　　　　　　 (客員研究部門)

　　　　　　 (任期満了)

3月31日 　 第一研究部教授　　小谷　凱宣

　　　　　 (名古屋大学教授)

　　　　 第三研究部教授　　樺山　紘一

　　　　　 (東京大学教授)

　　　　 第三研究部教授　　赤坂　　賢

　　　　　 (富山大学教授)

　　　　 第五研究部教授　　嶋　陸奥彦

　　　　　 (広島大学教授)

　　　　 第一研究部助教授　瀬川　昌久

　　　　　 (東北大学助教授)

　　　　 第二研究部助教授

　　　　　 FITZGERALD,　Timothy　 Fellowe

　　　　　(愛知学院大学外国人教師)

　　　　(外国人客員研究部門)

　　　　　　 (任期満了)

3月31日 　 第五研究部教授

　　　　　　 SHAMs肌,　Amri　Baharuddin

　　　　　(マ レーシア,マ レーシア国民

　　　　　大学教授)

　　　　　 〈任期7.4.1～8.3.31>

　　　　　第五研究部助教授

　　　　　　　　　　　GACHET,　 Nathalie

　　　　　(フ ランス,パ リ第io大 学 ・映

　　　　　画 ・TV・ 視聴覚部講師)

　　　　　 <任期7.6.16～8.3.31>

　　　　　第五研究部教授　　李　昆　声

　　　　　 (中華人民共和国,雲 南省博物

　　　　　館長)

　　　　　 <任期7.10.1～8.3.31>

海外における研究 ・調査 ・収集活動

氏 名 　 　　 官 職 　 　　 出 発 帰 国 　 　 行 　先

岸上　伸啓　　助教授(第 一研究部)　 8.1.16　 8.2.21　 カナダ

園田　直子　 助　手(第 五研究部)　 8.1.26　 8.11.25　 フラソス

栗本　英世　 助教授(第 三研究部)　 8.1.29　 8.2.26　 イギ リス

立川 武藏 教 授(第 二研究部)　 8.1.30　 8.2.7イ ン ド

押川　文子　 助教授(地 　域　研)　 8.1.31　 8.2.17　 イ ソド,バ ソグラデシュ

小長谷有紀　　助教授(第 一研究部)　 8.2.1　 8.2.ll　 中華人民共和国

栗田　靖之　 教　授(第 二研究部)　 8.2.1　 8.2.14　 イ ンド,ブ ータソ王国

長野　泰彦　 教　授(第 一研究部)　 8.2.2　 8.2.7　 インド
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臼杵 　 　陽 　 助 教 授(地 域 研)　 8.2.2　 8.2.16　 エ ジ プ ト,イ ス ラエ ル

上 杉 　 富 之 　 助 　 手(第 二 研 究部)　 8.2.7　 8.3.21　 マ レ ー シア

山 田　 睦 男 　 教 　 授(地 　域 　研)　 8.2.12　 8.3.7　 フ ラ ンス,イ タ リア,ポ ル トガル,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス ペ イ ソ

藤 井 　 龍 彦 　 　教 　 授(第 四研 究部)　 8.2.12　 8.3.13　 ペ ル ー

山本 　 紀 夫 　 教 　 授(第 五 研 究部)　 8.2.12　 8.3.15　 ブ ラ ジル,ベ ネ ズ エ ラ,パ ナ マ,メ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 キ シ コ

江 ロ　 ー 久 　 教 　 授(第 三 研 究部)　 8.2.14　 8.3.20　 カ メル ー ソ,フ ラ ンス

栗 田　 靖 之 　 教 　 授(第 二 研 究部)　 8.2.15　 8.2.18　 イ ギ リス

ピー タ ー ・ジ ョセ ブ ・マ シ ウス

　 　 　 　 　 　 助 手(第 四 研 究部)8.2.158.3.3ニ ュ ー ジ ー ラ ソ ド

田村 　克 己 　 助 教 授(第 二 研 究 部)　 8.2.21　 8.3.22　 タイ,ミ ャ ンマ ー

柄 木 田 明子 　 助 　 手(第 三 研 究 部)　 8.2.26　 8.4.12　 オ ース ト リア

南 　真 木 人 　 　助 　 手(第 三 研 究 部)　 8.3.1　 8.5.31　 ネ パ ール

朝 倉　 敏 夫 　 　助 教 授(第 一 研 究 部)　 8.3.3　 8.3.18　 大 韓 民 国

石森 　秀 三 　 助 教 授(第 四 研 究 部)　 8.3.5　 8。3.16　 マ レー シ ア,シ ンガ ポ ー ル

横 山　 廣子 　 　助 教 授(第 二 研 究 部)　 8.3.7　 8.3。18　 中華 人 民 共 和 国

八 杉　 佳 穂 　 助 教 授(第 四 研 究 部)　 8。3.8　 8.3.29　 グ ア テ マ ラ,ホ ン ジ ュ ラス,メ キ シ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ

吉本　　忍　 助教授(第 五研究部)　 8.3.8　 8.3.22　 中華人民共和国

藤井　知昭　　教　授(第 二研究部)　 8.3.10　 8.3.17　 中華人民共和国

吉田　憲司　 助教授(第 四研究部)　 8.3.16　 8.3.28　 イギリス

林 勲男 助 手(第 四研究部)8.3.168.3.28イ ギ リス

野村　雅一　 教　授(第 三研究部)　 8.3.20　 8.4.5　 ルーマニア,・・ンガリー,オ ース ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 リア

重松真由美　　助　手(第 一研究部)　 8.3.22　 8.4.21　 大韓民国

塚田　誠之　　助教授(第 二研究部)　 8.3.27　 8.6.14　 中華人民共和国

森田　恒之　 教　授(第 五研究部)　 8.3,29　 8.4.17　 モ ンゴル,中 華人民共和国

朝倉　敏夫　 助教授(第 一研究部)　 8.3.29　 8。4.2　 シソガポール

池谷　和信　　助　手(第 一研究部)　 8.3.31　 8.4。14　 イギ リス

林　　勲男　 助　手(第 四研究部)　 8.3.31　 8.5.2　 ア メリカ合衆国

来 館 者 抄

　 1月8日 　 博 物 館 学 国 際 交流 セ ミナ ー一 行

　 　 　 　 　 PHOAVONG,　 Khamphouy(ラ オ

　 　 　 　 　 ス,ル ア ン プ ラバ ン王 宮 博 物 館

　 　 　 　 　 館 長),Juanis　 Yugak(マ レー

　 　 　 　 　 シ ア,サ バ 州博 物 館 学 芸 員(民

　 　 　 　 　 族 学)),SUKPRAMOOL,　 Pat-

　 　 　 　 　 charin(タ イ,芸 術 局 国立 地 域

　 　 　 　 　 博 物 館 課 長),PHETPRADAP,

　 　 　 　 　 Wised(タ イ,ラ ー チ ャナ ブ リ

国 立 博 物 館 館 長),Wagaw

Hailu　 Meshesna(エ チ オ ピ ア,

第 三 地 域 文 化 振 興 専 門 官),

MENA,　 Juan　 Antonio　 M.(ペ

ル ー,国 立 博 物 館 学 芸 課 長(考

古 学)),WANGANIGI,　 Paul(パ

プア ニ ュー ギ ニ ア,国 立 博 物 館

課 長(動 物 学 ・自然 保 護)),

KIKo,　 Lawrence　 I.(ソ ロモ ン諸
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彙　　　報

　　　　　　島,国 立博物館学芸員補(考 古

　　　　　　学))

　 1月9日 　七瀬　時雄(労 働省労政局長),

　　　　　　室川　正和(労 働省労政局局長

　　　　　　書記),松 崎　　朗(大 阪労働

　　　　　　基準局長),山 本　典子(労 働

　　　　　　省大阪婦人少年室長),桑 島

　　　　　　靖夫(大 阪府労働部職業管理課

　　　　　　長)

　 1月12日 　NGuYEN,　 Van　Huy(ベ トナム,

　　　　　　ベ トナム民族学博物館館長),

　　　　　　Luu,　Anh　Hung(ベ トナム民族

　　　　　　学博物館研究員),LE,　 Duy　Dai

　　　　　　 (ベ トナ ム民族学博物館研究

　　　　　　員),Ven'ble　 Mynak　 R.　Tulku

　　　　　　 (ブータソ,ブ ータン国立パ ロ

　　　　　　博物館館長)

　 1月16日 　 何　耀　華(中 華人民共和国,

　　　　　　雲南省社会科学院院長),王

　　　　　　崇　理(雲 南省社会科学院総合

　　　　　　経済研究所所長),萢 　祖　鋳

　　　　　　 (雲南省社会科学院副院長)

　 1月18日 　 五十嵐清人(会 計検査院第四局

　　　　　　長),吉 田　　誠(会 計検査院

　　　　　　渉外広報室国会担当専門官),

　　　　　　丸山　貴志(文 部省会計課総務

　　　　　　班)

　 1月22日 　PAYToN,　 Stephen(在 大 阪 ニ

　　　　　　 ュージーランド総領事)

　 1月23日 　 樋 口　隆康(京 都大学名誉教授)

　 1月30日 　ToKITA,　 Alison(オ ース トラリ

　　　　　　ア,モ ナッシュ大学 日本文学科

　　　　　　主任教授)

　 2月5日 　 大西　　清(八 日市大凧保存会

　　　　 会長),藤 田　直利(世 界凧博

　　　　 物館 ・八 日市大凧会館館長),

　　　　 鳥居　勝久(八 日市大凧会館学

　　　　 芸員),西 田　紀雄(八 日市商

　　　　 工観光課長),小 梶　隆司(八

　　　　 日市商工観光課観光係長)

2月8日 　GARcIA,　Armando(ア メ リカ合

　　　　 衆国,IBM研 究所副所長),

　　　　 GupTA,　Satish(IBM研 究所研究

　　　　 員)

2月13日 江 家 福(中 華人民共和国,

　　　　 中国少数民族対外交流協会副会

　　　　 長),王 　海　清(中 国少数民

　　　　 族対外交流協会理事)

2月20日 　 野村　　昇((財)大 阪港開発

　　　　 技術協会開発部長),大 橋

　　　　 清(ふ れあい港館館長),南 平

　　　　　　 昭(ふ れあい港館副館長)

2月21日 韓 景 旭(中 華人民共和国)

2月22日 　 笹原　　保(東 京都江戸東京博

　　　　 物館副館長),谷 本　信一(東

　　　　 京都江戸東京博物館普及情報課

　　　　 長)

　　　　 岩手県前沢町立牛の博物館一行

2月27日 　 C田N,Kyohun(大 韓民国,韓 国

　　　　　ソウル大学校図書館長),KIM,

　　　　 Seong-joong(韓 国 ソウル大学

　　　　 校図書館電算化課長),CHO,

　　　　 Sun-yeong(韓 国 ソウル大学校

　　　　　図 書館 電算 化係 長),PARK,

　　　　 Jeong-joo　 (韓 国ソウル大学校

　　　　　図書館整理課日本書担当)

3月6日 　 VILINBAHOV,　 George　 Vadimo-

　　　　 bich(ロ シア連邦,エ ル ミター

　　　　　　　　　　　　　　　　　287



　　　　　 ジュ美術館副館長),NECxasV,

　　　　　 Mark　 Dmitrievich(エ ル ミター

　　　　　 ジュ美術館研究員),S虹D(㎜o,

　　　　　 Anatory　Vladimirovich(エ ル ミ

　　　　　 タージ ュ美術館開発部長),

　　　　　 VolTsovA,　Nina　Georgievna(エ

　　　　　 ル ミタージュ美術館渉外担当),

　　　　　 BuxxaEV,　 Yury　 Gbnnadievich

　　　　　 (エル ミタージュ美術館),池 田

　　　　　　 智絵(日 本エル ミタージュ基

　　　　　 金設立委員会委員),森 田　重

　　　　　 彦(日 本安全保障警備(株)国

　　　　　 際局海外事業部部長)

　3月10日 　 台湾 「地方文化的資源収集及伝

　　　　　 播」研修団一行　団長　翁　徐

　　　　　　 得(台 湾省手工業研究所長)

　3月18日 　 湯下　博之(外 務省研修所長),

　　　　　 青山　利勝(外 務省研修所教務

　　　　　 主事)

　 3月19日 張 薙 吟(中 華人民共和国,

　　　　　 中国社会科学院亜洲太平洋研究

　　　　　 所所長)

　 3月22日 　 WAsI,　 Prawase(タ イ,地 方開

　　　　　 発財団理事長)

　 3月24日 　川村 　恒明(日 本育英会理事

　　　　　 長),堅 田　徳宏(神 戸大学医

　　　　　 学部事務部長)

　 3月25日 　PRzYBYsz,　Kazimierz(ポ ーラソ

　　　　　　ド共和国,国 民教育省次官),

　　　　　 POPTONKOWSKI,　 Tadeusz(国 民

　　　　　 教育省高等教育局次長),井 門

　　　　　　 俊治(埼玉大学工学部助教授)

　　　　　　 「日蘭架け橋計画」オランダ博

　　　　　 物 館 ・美 術 館 関 係 老 一 行

　　　　　 ENG肌SMAN,　 S.　B.(オ ラ ソダ,
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　　　　 国立 ライデ ソ民族学博物館館

　　　　 長),Vos,　 R.(フ リースラント

　　　　 州立博物館館長)

　 　　　 張　之　平(中 華人民共和国,

　 　　　 中国文物研究所古建築保護設計

　　　　 部副主任),楊 　　　新(中 国

　　　　 文物研究所古建築保護設計部工

　　　　 程師),楊 　昌　鳴(天 津大学

　　　　 建築学系副教授),浅 川　滋男

　　　　　 (奈良国立文化財研究所平城宮

　　　　 跡発掘調査部主任研究官),高

　　　　 橋え り子(京 都女子大学生活造

　　　　 形学科講師)

3月26日 　 デーム ・テ ・アタイランギカー

　　　　 フ(ニ ュージーラソド,マ オ リ

　　　　 女王),マ ハライア ・ロバー ト

　　　　　・パキ(マ オリ女王令息),ナ ロ

　　　　 ウ ・トゥパエア(マ オ リ族長

　　　　 老),プ ハソガ ・バ トリシア ・

　　　　　トゥパエア(マ オ リ族長老),

　 　　　 ラウポ ・トロア ・カークウッド

　　　　　 (マオリ族女王秘書),シ ラ ・

　　　　 ルル ヒラ ・ヘ ンリー(ニ ュー

　　　　 ジーラソド)



　　　　　　　　　　　　国立民族学博物館研究報告寄稿要項

1.国 立民族学博物館研究報告は,民 族学(文 化人類学)に 関す る論文,資 料 ・研究ノー ト,

調査研究活動報告等を掲載 ・発表することにより,民 族学(文 化人類学)の 発展に寄与する

　ものである。

2.国 立民族学博物館研究報告に寄稿することができる者は,次 のとお りとする。

　 (1)国 立民族学博物館(以 下 「本館」とい う。)の 教官(客 員教授等を含む。)及 び本館の組

　　 織,運 営Y'関 与する者

　 (2)本 館が受け入れた各種研究員及び研究協力者

　 (3)そ の他本館において適当と認めた者
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